
特 集 観光シーズン到来！ 第１3回クリンソウまつり

今年度はじめの健診の申し込みが始まります！

今月の表紙 平成30年度町民植樹祭 ～植樹後に記念標柱を建て苗木の健やかな成長を願いました～

まちの話題 カラマツの苗木400本を植えました 共和の町有林で町民植樹祭を開催

温故知新

自治会活動などで地域交流に貢献

１条通 三島 宏章 さん



６月１6日（土）
◎森の音楽会

ɡ11：15～12：00

「slapstick★TBT」

＆「ＲＥＣつべつ」

ɡ13：30～14：10

谷藤万喜子＆本田優一郎のユニット「ホラネロ」

※「ホラネロ」は入場料大人500円・小学生以下無料

◎森の音楽会

ɡ11：15～12：00

津津別郷土芸津別郷土芸能能「「山鳴太鼓保存会「山鳴太鼓保存会」」

瑠璃の会・大正琴「エスポワール」

ɡ13：30～14：10

谷藤万喜子＆本田優一郎のユニット「ホラネロ」

※「ホラネロ」は入場料大人500円・小学生以下無料

◎ノンノの森ＤＥ遊ぼう！ ɡ10：30～15：00 体験・物作り（有料）

〈16・17日〉 ツリーイング体験、絵本読み聞かせ、ワイヤーアクセサリー作り

〈16日のみ〉 森のクラフト体験、スノードーム作り他 〈17日のみ〉 早描き似顔絵

◎五感の森へ ɡ10：30～15：00 有料

・森林セラピー体験 ・森の香り作りセラピー（芳香蒸留水作り） ・森の散策（草花ガイド）

◎セラピーフェスタinノンノの森 ɡ10：30～15：00 有料

・ホームサロンコロラ（ハンドマッサージ、肩マッサージ他）

上里町民の森自然公園（ノンノの森）

ランプの宿 森つべつ

主催 津別観光協会／ＮＰＯ法人森のこだま／ランプの宿森つべつ／ノンノの森活性化委員会

後援 津別町 協賛 三石昆布温泉蔵三／びらとり温泉ゆから 問い合わせ先 津別観光協会 緯77－3771

・クリンソウランチバイキング ɡ11：30～14：00

大人1,500円（入浴付1,800円）／小人800円／お弁当1,300円

・ノンノの森ｃaｆeɡ10：30～15：00
ホットドック、おやつパン他、珈琲、ソフトドリンク他

今
年
も
国
内
屈
指
の
ク
リ
ン
ソ
ウ
群

生
地
、
上
里
「
ノ
ン
ノ
の
森
」
を
舞
台
に
、

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
す
。

「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」
に
認
定
さ
れ

た
、
美
し
い
森
と
可
憐
な
花
が
心
を
癒

し
て
く
れ
ま
す
。

※
津
別
観
光
協
会
で
は
、
上
里
町
民
の
森
自
然

公
園
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
愛
称
を

「
ノ
ン
ノ
の
森
」
と
し
て
い
ま
す
。

観
光
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

ノンノの森フェスティバル

６月１7日（日）

▲

ホ
ラ
ネ
ロ

▲山鳴太鼓保存会

▲

ツ
リ
ー
イ
ン
グ

６月16日(土)・17日(日)

６月１6日（土）・17日（日）

森つべつ閣津別（復路便）津別閣森つべつ（往路便）

14：30ランプの宿森つべつ発10：35津別バスターミナル発

14：57豊永住宅前着10：36神社前発

14：59生きがいセンター着10：38福祉寮前発

15：01共和（下桐様前）着10：39共和（下桐様前）発

15：02福祉寮前着10：41生きがいセンター発

15：04神社前着10：43豊永住宅前発

15：05津別バスターミナル着11：10ランプの宿森つべつ着

６月16日・17日 ランチ＆カフェ

◆クリンソウまつり「スタンプラリー」開催！津別町を満喫しよう『各スタン

プを集めて豪華プレゼントをゲット』詳しくは、津別観光協会 緯77－3771

特

集

原
始
の
湖
「
チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖
」
へ

原
始
の
森
深
く
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
む
チ
ミ

ケ
ッ
プ
湖
は
面
積
1
・
2
挨
、
周
囲
7
・
5
娃
の

小
さ
な
湖
で
す
。
エ
ゾ
リ
ス
や
キ
タ
キ
ツ
ネ
と

い
っ
た
動
物
、
ク
マ
ゲ
ラ
や
ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
な
ど

の
野
鳥
が
生
息
し
て
お
り
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
も
楽
し
め
ま
す
。
た
だ
し
、
ク
マ
対
策
に
は
万

全
を
期
し
て
散
策
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

湖
畔
に
は
「
チ
ミ
ケ
ッ
プ
ホ
テ
ル
」
も
あ
り
、

日
帰
り
の
方
で
も
海
外
の
三
つ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
で

活
躍
し
た
シ
ェ
フ
の
ラ
ン
チ
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
3
日
前
ま
で
の
予
約
制
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖
キ
ャ
ン
プ
場
は
５
月

日
に

19

オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
原
生
の
自
然
が

息
づ
く
チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

五
感
の
森
へ

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地

ノ
ン
ノ
の
森

上
里
の
ノ
ン
ノ
の
森
（
町
民
の
森
自
然
公
園
の
愛
称
）

で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
は
、
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
森
の
中
を
歩

き
な
が
ら
、
森
が
持
つ
力
を
身
体
の
五
感
（
見
る
・
聴

く
・
触
れ
る
・
嗅
ぐ
・
味
わ
う
）
で
実
感
し
、
心
身
を

最
良
の
状
態
へ
近
づ
け
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
～

分
コ
ー
ス
入
門
編
～
の
体
験
を

90

【
料
金
】
一
人
３
３
０
０
円
～
【
対
象
】
中
学
生
以
上

森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
体
験
さ
れ
た
後
は
、
ラ
ン
プ
の
宿
森

つ
べ
つ
の
温
泉
に
ゆ
っ
く
り
と
浸
り
、
木
々
に
囲
ま
れ
た

露
天
風
呂
で
も
森
林
浴
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

ノ
ン
ノ
の
森
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

緯
０
８
０
室
８
１
７
８
室
６
１
２
０

問い合わせ先 産業振興課 商工観光グループ 緯76－2151

開館期間

１０月３１日まで

開館時間

午前９時～午後７時

※トイレは２４時間利用

できます。

津別峠から望む屈斜路湖のライブ映像が津別町ホームページから

ご覧になれます（１分ごとに更新）。

http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/ または「津別町」で検索

観光シーズン到来！特 集

６月16・17日 13：00～
各回先着３０名様にプレゼント
があるよ！

ま
る
太
く
ん
と

写
真
を
撮
ろ
う
!

会場

道道屈斜路津別線が全線開通
土砂崩れのため、道道588号の津

別峠から弟子屈町に向かう道路は通

行止めでしたが、復旧工事が完了し

通行止めが解除となり、弟子屈町ま

で通り抜けできます。

６月16日・17日無料送迎バス運行

津津別別峠峠かからら望望むむ屈屈斜斜路路湖湖のの٬٬׌׌

▼

森林セラピー体
験の様子
▼ノンノの森・散策
コース

津別ൿജབঔ୭
̹̱̱͘܁ٳ̦



受
付
時
間

〈
健
診
日
時
〉

7
月

日
（
日
）
・

日
（
月
）
・

日
（
火
）

22

23

24

※
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
は

日
・

日
の
み
実
施

22

23

朝
６
時
・
６
時

分
・
７
時
・
７
時

分
・

30

30

８
時
・
８
時

分
・
９
時
・
９
時

分

30

30

〈
場

所
〉
町
民
会
館

〈
申
し
込
み
先
〉

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
担
当

雨
番
窓
口

緯

室
2
1
5
1
（
内
線
2
3
1
・
3
3
2
）

76
今
年
度
は
じ
め
の
健
診
の
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す
！

津
別
町
は
管
内
的
に
脳
卒
中
の
発
症
率
が
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

年
に
一
度
、
健
診
で
ご
自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

次
回
の
集
団
健
診
は

月

日
・

日
に
な
り
ま
す
。

１０

14

15

※

月
は
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注

10
意
く
だ
さ
い
。

ķ
月
1
日
（
߄
）
ℹ
ⅳ
申
し
込
み
ٳ
始
！

ķ
月

日
（
߄
）
ま
⅔

ĲĶ

集団健診申し込み

ＱＲコード

料 金健 診 内 容対 象 者健診の種類

1,000円
問診、身体計測、診察、尿検査、血圧、

血液検査

※津別町国保では独自に心電図検査など

を受けていただく場合があります。

国保加入者で

30～39歳

40～74歳の方

特定健診

600円
後期高齢者保険
加入者

後期高齢者健診

900円バリウム検査

40歳以上の方

胃がん検診

200円胸部レントゲン肺がん検診

400円検便（２日分）大腸がん検診

2,000円
特定健診、胃・肺・大腸がん検診の
セット

津別町国保に
加入している
40～74歳の方

★特定パック

健診

500円血液検査50歳以上の男性前立腺がん検診

1,000円マンモグラフィー（レントゲン）検査
40歳以上の女性
（2年に一度）

乳がん検診
※7/22・23のみ実施

800円
子宮頸部（入口）の細胞の検査・
エコー検査（集団健診のみ）

20歳以上の女性
（2年に一度）

子宮頸がん検診
※7/22・23のみ実施

無 料血液検査
小学3年生以上の方
(5年に1度)

エキノコックス症
検診

無 料血液検査
40歳以上の方

(今まで受けたこと

のない方）

肝炎検診

（B型、C型）

健 診 料

1,000円特定健診

900円胃がん検診

200円肺がん検診

400円大腸がん検診

2,500円合計（通常料金）

2,000円特定パック健診

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
を
お
得
に
受
診
！

町
の
集
団
健
診
で
胃
が
ん
検
診
、
肺
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
前
立
腺
が
ん

検
診
、
婦
人
科
検
診
、
肝
炎
検
診
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診
を
受
診
で
き
ま
す
。

保
険
の
種
類
に
よ
っ
て
は
特
定
健
診
も
受
診
可
能
で
す
。

年
に
一
度
、
検
診
を
受
診
し
ま
せ
ん
か
？

津
別
町
で
は
、
セ
ッ
ト
で
受
け
て
お
得
な
「
特
定
パ
ッ
ク
健
診
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
定
パ
ッ
ク
健
診
と
は
、
特
定
健
診
（
1
0
0
0
円
）
＋
胃
が
ん
（
9
0
0
円
）
＋
肺

が
ん
（
2
0
0
円
）
＋
大
腸
が
ん
（
4
0
0
円
）
検
診
を
受
け
る
と
健
診
料
合
計
２
５
０

０
円
の
と
こ
ろ
を
２
０
０
０
円
に
割
引
く
も
の
で
す
。
検
査
内
容
に
差
異
は
あ
り
ま
せ
ん
。

普
段
は
特
定
健
診
し
か
受
け
な
い
方
や
が
ん
検
診
の
み
を
受
け
て
い
る
方
、
健
診
料
が

高
く
て
受
け
て
い
な
い
と
い
う
方
は
、
こ
の
お
得
な
パ
ッ
ク
健
診
を
利
用
さ
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

《健診料金》

駒 駒

※
今
年
度

歳
、

歳
に
な
る
方
へ

40

61

・
津
別
町
国
保
加
入
の
方
は
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
全
て
の
検
診
を
無
料
で

受
診
で
き
ま
す
!

・
社
会
保
険
加
入
の
方
は
が
ん
検
診
を
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
町
の
検
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

津
別
町
で
は
、
乳
が
ん
検
診
と
子
宮
頸
が
ん
検
診
が
北
見
市
内
の
指
定
の
医
療
機
関
で

も
受
診
で
き
ま
す
。
指
定
医
療
機
関
は
左
記
表
の
と
お
り
で
す
。
料
金
は
集
団
健
診
と
同

額
で
す
（
昨
年
度
受
診
者
は
対
象
外
で
す
）。

ご
希
望
の
方
は
役
場
に
連
絡
し
、
そ
の
後
受
診
票
が
届
き
ま
し
た
ら
ご
希
望
の
指
定
医

療
機
関
に
予
約
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
役
場
へ
の
連
絡
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

集団健診申し込み

ＱＲコード

乳がん検診

子宮頸がん検診

（医療機関）

申し込みＱＲコード

《実施できる医療機関》

乳がん検診

・北見赤十字病院

・小林病院

・北見中央病院

子宮頸がん検診

・北見赤十字病院

・北見レディースクリニック

・やまかわウイメンズクリニック

・中村記念 愛成病院

⃆
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
の
検
診
が
北
見
市
内
の
医
療
機
関
で
も

受
診
で
き
ま
す
！

社
会
保
険
加
入
の
方
へ

ೋ
༆
಴
࣭
༗

ح
ව
⅛
༷
Ⅵ

500円お得！

※対象者の年齢は平成31年４月１日時点となります。



（
仮
称
）津
別
町
ま
ち
づ
く
り
会
社

統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が

着
任
し
ま
す

４
月

日
に
中
央
公
民
館
に
て

22

行
わ
れ
ま
し
た
公
開
審
査
会
（
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
及
び
翌
日

の
面
接
に
よ
る
審
査
を
経
て
、
統

括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
な
る
方
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

内
定
者
は
、
東
京
都
在
住
の
松

林
尚
史（
ま
つ
ば
や
し

な
お
ふ
み
）

さ
ん
（

歳
）
で
、
現
在
、
ま
ち

36

づ
く
り
会
社
立
ち
上
げ
ま
で
の
準

備
組
織
と
な
っ
て
い
る
「（
仮
称
）

津
別
町
ま
ち
づ
く
り
会
社
設
立
準

備
会
」
と
の
委
託
契
約
手
続
き
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

着
任
時
期
は
７
月
中
旬
こ
ろ
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

着
任
後
は
、
ま
ず
会
社
の
事
業

計
画
の
作
成
な
ど
が
中
心
的
な
業

務
と
な
り
、
表
立
っ
た
活
動
を
見

か
け
る
機
会
は
限
ら
れ
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
慣
れ
な
い
地
で
の
難

し
い
業
務
に
対
し
て
、
応
援
す
る

気
持
ち
で
温
か
く
迎
え
入
れ
て
い

た
だ
き
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒

に
津
別
を
盛
り
上
げ
る
今
後
の
取

り
組
み
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

津
別
町
複
合
庁
舎
建
設
等

ま
ち
な
か
再
生
基
本
計
画

策
定
作
業

最
終
段
階
へ

４
月

日
開
催
の
第
２
回
住
民

27

懇
談
会
、
５
月
実
施
の
意
見
募
集

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
期
間
を

経
て
、
い
よ
い
よ
策
定
の
最
終
段

階
に
入
り
ま
し
た
。

お
よ
そ
１
年
の
作
業
期
間
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
町
民
の
皆
さ
ま

を
は
じ
め
、
各
種
団
体
、
議
会
特

別
委
員
会
や
ま
ち
な
か
再
生
協
議

会
に
お
い
て
貴
重
な
ご
意
見
等
い

た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
は
、
６
月
中
を
め
ど
に
計

画
を
ま
と
め
上
げ
、
公
示
で
き
る

体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
計
画
の
概
要
版
の
作
成

も
進
め
、
広
報
に
折
り
込
む
形
で

全
戸
配
布
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

複
合
庁
舎
建
設
か
ら

始
ま
る

ま
ち
な
か
再
生

ま
ち
な
か
再
生
基
本
計
画
（
案
）

で
は
、
今
後
の
施
設
整
備
に
つ
い

て
、
大
ま
か
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

記
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
は
、
ま
ち
な
か
再
生

に
伴
い
、
更
新
す
る
必
要
の
あ
る

施
設
や
新
規
に
整
備
す
る
施
設
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
始
め
に
、
現
在
の
役
場
庁

舎
周
辺
の
機
能
を
更
新
す
る
複
合

庁
舎
が
、
現
庁
舎
の
東
側
に
建
設

さ
れ
ま
す
。

役
場
機
能
の
ほ
か
に
、
議
事
堂

機
能
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
社

会
福
祉
協
議
会
が
一
体
と
な
っ
た

複
合
庁
舎
と
し
て
平
成

年
３
月

33

の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

庁
舎
と
同
時
に
消
防
署
の
更
新

に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
ま
す
。

そ
の
後
、
図
書
館
と
交
通
拠
点

（
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
）
が
一
体
と

な
っ
た
施
設
や
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
機
能
を
有
す
る
複
合
商
業

施
設
の
整
備
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

こ
れ
ら
施
設
を
整
備
す
る
際
に

は
、
計
画
段
階
で
町
民
の
皆
さ
ま

の
意
見
反
映
で
き
る
機
会
を
作
り

な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地地
域
を
元
気
に
す

地
域
を
元
気
に
す
るる

の
は
誰

の
は
誰
？？

～
ま
ち
づ
く
り
の
現
場
を
訪

～
ま
ち
づ
く
り
の
現
場
を
訪
れれ

る
と
「
お
手
並
み
拝
見
」
と

る
と
「
お
手
並
み
拝
見
」
と
いい

う
態
度
の
住
民
に
出
会
う
こ

う
態
度
の
住
民
に
出
会
う
こ
とと

が
あ
る
。「
果
た
し
て
成
功

が
あ
る
。「
果
た
し
て
成
功
すす

る
の
か
な
」
と
傍
観
し
て
い

る
の
か
な
」
と
傍
観
し
て
い
るる

の
だ
。
そ
ん
な
地
域
が
元
気

の
だ
。
そ
ん
な
地
域
が
元
気
にに

な
る
と
は
思
え
な
い

な
る
と
は
思
え
な
い
～～

こ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ

こ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザザ

イ
ナ
ー
で
あ
る
山
崎
亮
氏
の

イ
ナ
ー
で
あ
る
山
崎
亮
氏
の
言言

葉
で
す

葉
で
す
。。

新
た
に
津
別
に
着
任
す
る
（

新
た
に
津
別
に
着
任
す
る
（
仮仮

称
）
津
別
町
ま
ち
づ
く
り
会

称
）
津
別
町
ま
ち
づ
く
り
会
社社

の
統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
方
に

の
統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
方
に
、、

大
き
く
期
待
す
る
こ
と
は
当

大
き
く
期
待
す
る
こ
と
は
当
然然

の
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が

の
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、、

と
も
に
汗
を
流
し
、
地
域
を

と
も
に
汗
を
流
し
、
地
域
を
盛盛

り
上
げ
よ
う
と
す
る
意
識
を

り
上
げ
よ
う
と
す
る
意
識
を
持持

つ
こ
と
が
、
町
が
元
気
に
な

つ
こ
と
が
、
町
が
元
気
に
な
るる

第
一
歩
だ
と
考
え
ま
す

第
一
歩
だ
と
考
え
ま
す
。。

౷༷஻୆
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▲第三次選考の公開審査会の様子

問い合わせ先 住民企画課 地方創生推進グループ 緯76－2151（内線２４１） e-mail：tsubetsu.sousei@gmail.com

気
に
な
る
用
語
説
明
吋

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン

】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
が
衰

退
し
つ
つ
あ
る
社
会
や
地
域

の
な
か
で
、
人
と
人
の
つ
な

が
り
方
や
そ
の
仕
組
み
を
デ

ザ
イ
ン
す
る
こ
と
。
施
設
や

空
間
を
具
体
的
に
つ
く
る
の

で
は
な
く
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
イ
ベ
ン
ト
と
い
っ
た

「
か
た
ち
」
の
な
い
ソ
フ
ト
面

を
デ
ザ
イ
ン
の
対
象
と
す
る

こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

活
性
化
さ
せ
る
こ
と
。

問い合わせ先 北海道後期高齢者医療広域連合 緯011－290－5601

役場 保健福祉課 健康医療グループ 後期高齢者医療担当 緯76－2151（内線229）

隠被用者保険の被扶養者だった方の軽減
●この制度に加入したときに被用者保険の被扶養者だった方については、所得割はかからず、均等割が5割（前

年7割）軽減となります。ただし、所得の状況により軽減割合が9割、または8.5割に該当することがあります。

※被用者保険とは、協会けんぽ等、主にサラリーマンの方々が加入している健康保険のことで、市町村の国民健

康保険は含まれません。

◆保険料の軽減
陰均等割の軽減
●軽減は被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。 ●被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。

●昭和２8年１月１日以前に生まれた方の公的年金等に係る所得については、さらに１５万円を引いた額で判定します。

■６月に保険料額をお知らせします■
平成30年度の保険料につきましては、６月に個別にお知らせします。

≪保険料の計算方法≫

所得が次の金額以下の世帯

３３万円かつ被保険者全員が所得０円
（年金収入のみの場合、受給額８０万円以下）

３３万円

３３万円＋(２7万5千円×世帯の被保険者数）
（前年27万円）

３３万円＋(50万円×世帯の被保険者数）
（前年49万円）

軽減後の年間均等割額軽減割合

【年額】5,020円（前年4,980円）９割軽減

【年額】７,530円（前年7,471円）8.5割軽減

【年額】25,102円（前年24,904円）５割軽減

【年額】40,164円（前年39,847円）２割軽減

ɨ
ɨ
ɨ
ɨ

○１年間の保険料の上限額は62万円です。

○年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

※「所得」とは、前年の「収入」から必要経費（公的年金等控除や給与所得控除額など）を引いたものです。

均 等 割
【１人当たりの額】

50,205円
（前年49,809円）

所 得 割
【本人の所得に応じた額】

（平成２9年中の所得－３３万円）×１０.５9％
（前年10.51％）

１年間の保険料
【限度額62万円】

（前年57万円）

※100円未満切り捨て

＋ ＝

～後期高齢者医療制度のお知らせ～

平成30年度の保険料等について

《平成 30年度要約筆記者養成講座受講者募集》
北海道身体障害者福祉協会では「要約筆記者養成講座」

の受講者を募集しています。

募集定員 40名程度（手書き部門・パソコン部門各20名）

開 催 日 8月25日（土）、26日（日）、

（全14日間） 9月15日（土）、16日（日）、

10月6日（土）、7日（日）、20日（土）、21日（日）、

11月3日（土）、4日（日）、17日（土）、18日（日）、

12月8日（土）、9日（日）

開催場所 道民活動センタービル

（札幌市中央区北2西7）

受 講 料 無料（テキスト代等自己負担約4,500円）

申込期間 7月31日（火）までに所定の様式の申込書で申

し込むこと。

主催・問い合わせ先

一般社団法人 北海道身体障害者福祉協会

緯011－251ー1551

（仮称）津別町まちづくり会社

統括マネージャー選考過程

・応募総数４９名（うち道外１４名）

・第一次選考：書類による選考

通過者１０名（うち道外４名）

・第二次選考：町内巡察のうえ面接

通過者６名（うち道外４名）

・第三次選考：公開審査会及び面接

候補者１名を内定



５
月

日
、「
春
の
行
楽
期
の
交
通
安
全
運
動
」

16

期
間
に
合
わ
せ
て
、
津
別
駐
在
所
前
で
交
通
安
全

啓
発
検
問
（
主
催

津
別
町
交
通
安
全
推
進
委
員

会
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

津
別
町
交
通
安
全
協
会
、
津
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
、
役
場
グ
リ
ー
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
の
メ

ン
バ
ー
ら
が
街
頭
に
立
ち
、
警
察
官
の
誘
導
で
国

道
２
４
０
号

を
走
行
す
る

車
両
を
検
問
。

ド
ラ
イ
バ
ー

一
人
ひ
と
り

に
啓
発
チ
ラ

シ
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、
ド
リ

ン
ク
な
ど
が

入
っ
た
袋
を

手
渡
し
、
安

全
運
転
を
呼

び
か
け
ま
し

た
。

春
の
行
楽
期
の
交
通
安
全
運
動

駐
在
所
前
で
交
通
安
全
啓
発
検
問
を
実
施

問い合わせ先 住民企画課 企画グループ 緯76－2151（内線215）

人口の40％超！ 津別町のイキイキ
高齢者ライフ事情～施設編!!
現在インターネットで公開中！ 町のHPをご覧ください

現在、津別町には約2,000人の高齢者の方々が暮らしています。町内の高齢者人口は、今がピークを迎え

ていると言われており、町では様々な種類の高齢者福祉施設や、サービスが提供されています。今回は、そ

んな高齢者の方々の生活を支える町内の施設をご紹

介します。

《取材希望企業・飲食店・生産者募集!!詳しくは役場住民企画課まで》

この番組は、津別町の今を映像で定期的に発信（月1回）

することで、町民の町づくりへの参加促進、移住・定住の

促進、ふるさと納税の拡大を図り、町づくりの記録を残す

ことで、10年後20年後の町民への財産とします。完成し

た映像は、町のWebサイトに埋め込まれる他、道東テレ

ビでも公開いたします。

※この番組は、ふるさと納税の寄附金により制作しています。

職職員がレポ職員がレポーー
ターに挑ターに挑戦戦

ĳ0඾࠮ྀ
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小
・
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
き
れ
い
に

舗
装
会
社
が
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
施

株
式
会
社
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
北
網
出
張
所
に
よ
る
、

津
別
小
学
校
及
び
津
別
中
学
校
の
無
償
グ
ラ
ウ
ン

ド
整
備
が
、
５
月
９
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
同
社
の
ボ

22

ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
一
環
で
、
今
年
で
９
回
目
の

整
備
作
業
と
な
り
ま
す
。

ト
ラ
ク
タ
ー
、
ロ
ー
ド
ロ
ー
ラ
ー
を
使
っ
た
整

地
と
踏
み
固
め
作
業
に
加
え
、
手
作
業
に
よ
る
草

取
り
も
行
わ
れ
、

屋
外
運
動
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
た

グ
ラ
ウ
ン
ド
は

見
違
え
る
よ
う

に
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
。

児
童
・
生
徒

た
ち
は
安
全
に

体
育
授
業
や
運

動
会
、
部
活
動

に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
そ
う

で
す
。

津
別
と
っ
て
も
い

い
と
こ
ろ
で
す
！

1981年生まれ 愛知県名古屋市出身
株式会社びーと勤務

杉杉本あず杉本あずささ

４
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
、
千
葉
県
か
ら

来
ま
し
た
。
さ
ん
さ
ん
館
カ

フ
ェ
の
運
営
や
、
障
が
い
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
た
「
株
式
会
社
び
ー
と
」

所
属
で
活
動
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

前
職
が
千
葉
の
船
橋
市
で
、

そ
の
際
に
船
橋
と
交
流
の
あ

る
津
別
町
の
存
在
を
知
り
ま

し
た
。
そ
の
時
に
は
、
自
分

が
こ
の
町
へ
来
る
こ
と
は
想

像
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

一
度
は
行
っ
て
み
た
い
！

と
思
い
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
や
、

素
敵
な
自
然
の
風
景
な
ど
を

写
真
な
ど
で
見
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
初
め
て
の
北
海

道
が
こ
の
津
別
町
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
子
ど
も
と
二
人

で
津
別
へ
来
て
、
楽
し
み
が

と
て
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
紙
面
や
写
真
で
見
て

い
た
こ
と
を
実
際
に
た
く
さ

ん
体
験
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
は
、
本
当
に
た
く
さ
ん

の
津
別
の
方
々
に
助
け
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
子
ど
も
も

少
し
ず
つ
こ
ち
ら
で
の
生
活

に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
、
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
、
津
別
町
に
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
、
町
の
皆
さ
ん
を
つ
な

ぐ
情
報
発
信
を
し
て
い
く
こ

と
を
メ
イ
ン
に
、
こ
れ
か
ら

津
別
町
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。
何
か
町
の

人
へ
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る

と
き
は
、
さ
ん
さ
ん
館
カ

フ
ェ
に
お
気
軽
に
お
声
か
け

い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

皆
さ
ま
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

津
別
消
防
署
及
び
津
別
消
防
団
に
よ
る
防
火
パ

レ
ー
ド
が
、
春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の
４
月

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

21
津
別
消
防
署
前
で
の
開
会
式
に
続
い
て
、
女
性

消
防
団
員
が
掲
げ
る
プ
ラ
カ
ー
ド
を
先
頭
に
、
自

治
会
連
合
会
や
津
別
消
防
後
援
会
、
津
別
町
防
火

管
理
者
連
絡
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
ハ
ッ
ピ
姿

の
認
定
こ
ど
も
園
の
園
児
と
保
護
者
な
ど
が
出
発
。

消
防
署
員
、
消
防
団
員
並
び
に
車
両
隊
と
共
に
市

街
地
を
行
進
し
な
が
ら
、
町
民
に
火
災
予
防
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

ま
だ
空
気
が
乾
燥
す
る
時
期
で
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
を
し
て
く

だ
さ
い
。

春
の
火
災
予
防
運
動

市
街
地
で
防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施

▲火災予防を呼びかける認定こども園の園児たち

５
月

日
、
平
成

年
度
町
民
植
樹
祭
（
主
催

津

13

30

別
町
、
網
走
南
部
森
林
管
理
署
）
が
、
共
和
の
町
有

林
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
愛
林
の
ま
ち
津
別
町
」
の

大
切
な
財
産
で
あ
る
森
林
を
守
り
育
て
、
さ
ら
に
緑

化
活
動
や
環
境
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
催
し
で
す
。

役
場
前
に
ス
コ
ッ
プ
を
持
参
し
て
集
合
し
た
１
1

０
人
の
参
加
者
は
、
受
付
、
開
会
式
を
終
え
る
と
バ

ス
な
ど
に
分
乗
し
て
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
近
く

の
植
樹
会
場
に
移
動
。
事
前
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
東
部
森

林
室
の
職
員
の
説
明
を
受
け
て
か
ら
、
カ
ラ
マ
ツ
の

苗
木
４
０
０
本
を
植
え
ま
し
た
。

最
後
に
記
念
標
柱
を
建
立
し
、
未
来
へ
の
財
産
で

あ
る
苗
木
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
ま
し
た
。

カ
ラ
マ
ツ
の
苗
木
４
０
０
本
を
植
え
ま
し
た

共
和
の
町
有
林
で
町
民
植
樹
祭
を
開
催

14

t-kouhou2
長方形



Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
に
勤
め
て
２
年
目
の

田
口
裕
望
さ
ん
。
総
務
部
営
農
課
に

所
属
し
、
組
合
員
の
活
動
を
幅
広
く

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
各
種
事
務
局
業

務
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

北
見
市
で
生
ま
れ
、
陸
別
町
で
小
・

中
学
校
時
代
を
過
ご
し
た
田
口
さ
ん

は
、
本
別
高
等
学
校
か
ら
北
星
学
園
大

学
経
済
学
部
に
進
学
。
大
学
の
ゼ
ミ

で
は
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
グ
ル
ー
プ
同

士
が
討
論
す
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後
は
、
地
元
の
道
東
で
働

き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ

を
志
望
し
ま
し
た
。

「
農
協
の
仕
事
は
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る
た
め
、
１
年
目
は
ゆ
っ
く
り
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
覚
え
る
こ
と
で

過
ぎ
ま
し
た
。
２
年
目
か
ら
は
仕
事

の
量
も
増
え
、
青
年
部
や
女
性
部
の
事

務
局
な
ど
、
人
と
か
か
わ
る
業
務
も
担

当
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

は
、
も
っ
と
自
分
を
出
し
て
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
抱
負
を
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

趣
味
は
温
泉
め
ぐ
り
。
休
日
は
陸

別
町
に
住
む
ご
両
親
と
近
郊
の
温
泉

地
を
訪
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
で
青
年
部
、
女
性
部
の
事
務
局
業
務
な
ど
を
担
当

田
口

裕
望

さ
ん

たぐち ひろみさん／平成６年６月生まれ、ＪＡつべ

つ勤務

食中毒の発生の７割は６月から９月に集中するといわれています。特に多く発生する

食中毒の菌は…

《サルモネラ菌》 加熱されていない食品や刺身、肉、卵に含まれます。

閣十分に加熱することで防ぐことができます。

《カンピロバクター》 鶏肉や豚肉などの腸にいます。

閣十分に加熱することで防ぐことができます。

《黄色ブドウ球菌》 化膿している傷や鼻、頭髪に存在しています。

閣手指からおにぎりなどに付着して増えます。化膿性疾患や風邪をひいて鼻などかむ

人は食品を扱わないようにします。

《腸管出血性大腸菌》 O-１５７などです。家畜やヒトの糞便で汚染された食品や肉などに存在します。

閣十分に食材の中心まで加熱することで防ぐことができます。

※食中毒菌の潜伏期間は１時間から７日間程度まで、症状は発熱、嘔吐、下痢などです。基本は手洗いと食器
おうと

や調理器具の洗浄、調理加熱です。料理したものはなるべく早く食べるようにしましょう。

野菜を食べよう、1日350ｇ！

クイズ・野菜を知ろう：今月の野菜は、野菜の中でもビタミンCが多く含まれている緑黄色

野菜です。ニガ味がニガ手なお子さんは多いですが、赤や黄色のものならニガ味が少なく、緑

のものよりビタミンCだけでなくビタミンEやカロテンが多いです。この身近な野菜はおわかりですね!?

答えは７ページの下にあります。

食中毒の多発時期に突入しました 食中毒を予防しましょう！

東
町
自
治
会
で
総
務
部
長
、
副
会

長
と

年
以
上
に
わ
た
り
役
員
を

２０

務
め
、
ま
た
、
平
成

年
か
ら
は
老

28

人
ク
ラ
ブ
『
友
楽
園
す
こ
や
か
ク
ラ

ブ
』
の
会
長
と
し
て
地
域
交
流
の
活

性
化
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
三
島
宏

章
さ
ん
。「
こ
の
町
内
の
皆
さ
ん
は

団
結
力
が
あ
り
、
協
力
的
な
方
ば
か

り
な
の
で
、
自
治
会
の
活
動
な
ど
で

特
に
苦
労
し
た
よ
う
な
記
憶
は
あ

り
ま
せ
ん
」
と
、
笑
顔
で
こ
れ
ま
で

を
振
り
返
り
ま
す
。

３
男
４
女
の
３
男
と
し
て
樺
太

で
生
ま
れ
た
三
島
さ
ん
は
、
終
戦
後
、

昭
和

年
に
津
別
に
引
き
揚
げ
て

２１

き
ま
す
。
昭
和

年
代
の
津
別
は
、

２０

右
肩
上
が
り
で
人
口
が
増
え
て
お

り
、
活
気
あ
ふ
れ
る
環
境
の
中
で
少

年
時
代
を
過
ご
し
ま
す
。

津
別
高
等
学
校
か
ら
東
京
の
大

学
に
進
学
し
た
三
島
さ
ん
は
、
卒
業

後
、
長
兄
が
都
内
で
経
営
す
る
精
肉

店
で
共
に
働
き
ま
す
。
そ
の
後
、
店

は
ス
ー
パ
ー
に
業
態
を
変
え
、
兄
弟

で
順
調
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
ま

し
た
。
店
舗
は
繁
華
街
に
も
近
く
、

歌
手
や
俳
優
な
ど
有
名
人
と
の
交

流
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
中
で
、
実
家
の
三
島
洋
品

店
を
営
む
父
親
が
高
齢
に
な
っ
た

た
め
、
昭
和

年
に
津
別
に
戻
り
、

５２

２
代
目
と
し
て
家
業
を
継
ぎ
ま
す
。

仕
事
に
精
を
出
す
か
た
わ
ら
、
三

島
さ
ん
は
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
自
治
会
役

員
に
加
え
て
交
通
指
導
員
と
し
て

の
活
動
は

年
に
も
及
び
ま
す
。

２４

現
在
、

人
ほ
ど
の
会
員
が
い
る

４５

友
楽
園
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
で
は
、
月

２
回
の
集
ま
り
の
他
、
毎
月
１
回
高

齢
者
サ
ロ
ン
も
開
催
し
て
お
り
、
ク

ラ
ブ
の
役
員
ら
が
ま
と
め
役
と

な
っ
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

「
最
近
は
比
較
的
若
い

歳
代
の
方

６０

の
入
会
も
増
え
、
あ
り
が
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
、
会
員
の
年
齢
層
の
広

が
り
を
歓
迎
し
ま
す
。

趣
味
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
マ
ー

ジ
ャ
ン
、
囲
碁
な
ど
。
特
に
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
は
、
シ
ー
ズ
ン
券
を
購
入
し

毎
日
の
よ
う
に
コ
ー
ス
に
出
て
い

ま
す
。

５
月
中
に
平
成

年
度
固
定
資
産
税
、

30

軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
の
発
送
を

行
い
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
て

い
た
の
に
、
ま
だ
手
元
に
届
い
て
い
な
い

方
や
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
税

務
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
月
は
町
道
民
税
、
国
民
健
康

保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
通
知
書
が
発
送
に
な
り
ま

す
。手

元
に
届
か
な
い
と
き
や
、
内
容
に
疑

問
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
税
の
納
税
通
知
書
は

届
い
て
い
ま
す
か

みしま ひろあきさん／昭和17年７月、樺太生まれ／

75歳／１条通在住

さ
ん

三
島

宏
章

自
治
会
活
動
な
ど
で

地
域
交
流
に
貢
献

【482】

⃈
６
月
は
「
町
道
民
税
」「
国
民

健
康
保
険
税
」
「
介
護
保
険
料
」

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
」
第

１
期
の
納
付
月
で
す
。

⃈
納
期
限
は
平
成

年
７
月
２

30

日
（
月
）
で
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
引

落
口
座
の
残
高
の
ご
確
認
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課

緯

室
２
１
５
１

76
税
務
担
当

（
内
線
２
２
０
、
２
２
１
）

収
納
担
当

（
内
線

2
1
8
）



４
月

日
に
実
施
し
た
３
歳
児

17

健
診
で
、
む
し
歯
が
ゼ
ロ
の
お
友
だ

ち
を
紹
介
し
ま
す
。

重
倉
楓
磨
く
ん（
最
上
）

ふ
う
ま

阿
部
い
ぶ
き
ち
ゃ
ん（
東
２
条
）

柏
木
希
音
ち
ゃ
ん（
活
汲
）

の
あ

遠
藤
瑚
奈
ち
ゃ
ん（
活
汲
）

こ
な

佐
藤
寧
音
ち
ゃ
ん（
緑
町
）

ね
ね

柳
瀬
桃
花
ち
ゃ
ん（
豊
永
）

も
も
か

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
３
１
）

76

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
平
成

年
31

３
月
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
を
対

象
と
し
た
求
人
に
つ
い
て
、
６
月
１

日
か
ら
受
理
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

企
業
の
将
来
を
担
う
新
卒
者
の

採
用
に
つ
い
て
ぜ
ひ
ご
検
討
し
て
い

た
だ
き
、
お
早
め
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
求
人
の
お
申
込
み
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
北
見
公
共
職
業
安
定
所
専
門
援

助
部
門

緯
０
１
５
７
室

室
６
２
５
１

２３

・
北
見
公
共
職
業
安
定
所
美
幌
分
室

緯

室
３
５
５
５

７３
中
小
企
業
に
お
勤
め
の
方
、
非

正
規
労
働
者
、
季
節
労
働
者
、
事

業
主
の
都
合
に
よ
り
離
職
さ
れ
た

方
が
対
象
と
な
る
資
金
で
、
医
療
・

教
育
・
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
生
活
資

金
の
融
資
を
取
扱
金
融
機
関
の
窓

口
を
通
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

融
資
限
度
額
・
融
資
期
間

・
中
小
企
業
に
勤
務
の
方
、
非
正

規
労
働
者
・
季
節
労
働
者
の
方

１
２
０
万
円
以
内
、
８
年
以
内

・
離
職
者
の
方

１
０
０
万
円
以
内
、
５
年
以
内

融
資
の
利
率

・
中
小
企
業
に
勤
務
、
非
正
規
労

働
者
の
方

年
１
・

％
６０

・
季
節
労
働
者
、
離
職
者
の
方

年
０
・

％
６０

取
扱
金
融
機
関

町
内
で
は
、
各
信
用
金
庫

※
貸
付
に
は
一
定
の
条
件
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

取
扱
金
融
機
関
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

東
日
本
大
震
災
等
を
教
訓
に
、

災
害
に
強
い
水
道
づ
く
り
が
必
要

不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
安
心
・

安
全
な
水
を
安
定
的
に
お
届
け
す

る
た
め
、
計
画
的
に
施
設
の
更
新
を

行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

水
道
事
業
は
皆
さ
ま
の
水
道
料

金
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

～
第

回
水
道
週
間
標
語
～

60

『
水
道
水

安
全

お
い
し
い

金

メ
ダ
ル
』

問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
水
道
グ
ル
ー
プ

緯

室
2
1
5
1（
内
線
2
5
３
）

76

౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷ ֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖ հհհհհհհհհհհ ஠஠஠஠஠஠஠஠஠஠஠ ΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣ ννννννννννν ȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜ ΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑ
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については、各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

［不法就労・不法滞在防止のための理解と協力の確保］

忍び寄る犯罪組織の国際化、あなたの目が街を守る

近年の来日外国人犯罪は、単発的な犯罪が目立っ

た平成初期の状況とは異なり、その組織化や地方へ

の拡散化、さらには日本国内にとどまらず、あらゆ

る国や地域に及ぶといった「犯罪のグローバル化」

という大きな質的変化が進んでおります。

在留資格を不正に取得することを目的とした偽

装結婚事案等、依然として多数の不法滞在者が存在

し、その多くは不法就労をしているとみられます。

美幌と津別でこのような犯罪をなくすためには、

町民の皆さんのご協力が欠かせません。

どんなにささいなことでもかまいません。「おか

しいな？」と思ったら、警察に通報してください。

皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。

５
月
９
日
、
小
学
校
で
交
通
安

全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
児

童
た
ち
は
、
駐
在
所
長
か
ら
話
さ

れ
た
注
意
事
項
を
意
識
し
な
が
ら
、

実
際
に
横
断
歩
道
や
自
転
車
を

使
っ
て
、
正
し
い
安
全
確
認
の
方

法
や
乗
り
方
、
交
通
ル
ー
ル
を

し
っ
か
り
学
ん
で
い
ま
し
た
。

４
月
１
日
に
、「
北
海
道
自
転
車

条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
皆

さ
ん
に
意
識
し
て
ほ
し
い
ポ
イ
ン

ト
は
、「
乗
用
時
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
」、「
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
等

へ
の
加
入
（
努
力
義
務
）」、「
夜
間

ラ
イ
ト
の
点
灯
、
反
射
材
の
装
着
」

で
す
。

ま
た
、
自
転
車
利
用
者
が
起
こ

し
や
す
い
交
通
違
反
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
や
携
帯
電
話
を
使

用
し
て
の
運
転

・
一
時
不
停
止

・
信
号
無
視

・
傘
差
し
運
転

・
無
灯
火

町
内
の
利
用
者
も
増
え
て
く
る

季
節
、
町
民
全
員
で
安
全
走
行
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

北
海
道
自
転
車
条
例
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

住民企画課

住民環境

グループ

勤
労
者
福
祉
資
金
（
北
海
道

融
資
制
度
）の
ご
案
内

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

企画グループ 緯76－2151

FAX76－2976

※６ページ「食善食語 クイズ・野菜を知ろう」の答えは「ピーマン」でした。

教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度
採

用
候
補
の
中
学
校
「
道
徳
」
の
教

科
書
及
び
現
在
使
用
中
の
小
学

校
・
中
学
校
教
科
書
の
展
示
を
行

い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
教
科
書
が

あ
る
か
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

日

時

６
月

日
（
金
）
か
ら

15

６
月

日
（
木
）

28

平
日

午
前
９
時
か
ら
午
後

時
10

土
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時

※
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

場

所

中
央
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
2
7
1
）

76
網
走
川
流
域
の
会
主
催
の
「
網

走
川
流
域
一
斉
清
掃
事
業
」
が
、

1
市
３
町
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

網
走
川
流
域
の
持
つ
す
ば
ら
し

い
価
値
を
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
、

流
域
環
境
の
意
識
の
醸
成
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
い
た
し

ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

日

時

６
月

日
（
日
）

17

午
前
９
時
～
（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所

網
走
川
最
上
地
区

（
の
ぼ
り
の
目
印
が
あ
り
ま
す
）

内

容
網
走
川
河
川
敷
の
ご
み
拾
い

持
ち
物

作
業
し
や
す
い
服
装

（
長
靴
、
軍
手
）

参
加
申
込

６
月

日
（
火
）
ま

12

で
に
電
話
等
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
産
業
振
興
課
農
政
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１

76

・
J
A
つ
べ
つ
営
農
部

緯

室
３
３
２
２

76
公
共
牧
場
の
入
牧
が
、
５
月
か

ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
２
か

所
の
牧
場
で
、
乳
牛
・
肉
牛
を
合
わ

せ
て
約
１
４
０
頭
が
入
牧
し
、
10

月
の
下
牧
ま
で
元
気
に
牧
草
を
食
べ
、

大
き
く
な
っ
て
各
農
家
へ
帰
る
予
定

で
す
。

毎
年
、
牧
場
内
に
山
菜
採
り
な

ど
を
目
的
と
し
て
無
許
可
で
入
る
方

が
多
く
、
故
意
に
よ
る
牧
柵
の
破
損

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
牧
場
内
は

「
関
係
者
以
外
立
入
禁
止
」
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

ま
た
、
牧
道
に
車
な
ど
を
と
め
る

こ
と
も
牧
場
管
理
の
支
障
と
な
り
ま

す
の
で
、
許
可
無
く
牧
場
内
へ
の
出

入
り
は
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
農
政
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
６
３
）

76
札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や
税

務
署
に
お
い
て
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
税
務
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
の
採
用
試
験
の
概

30

要
は
、
次
の
と
お
り
で
す

受
験
資
格

高
卒
見
込
み

の
者
及
び
高
卒
後
３
年

を
経
過
し
て
い
な
い
者

申
込
受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（１）
６
月

日
（
月
）
～

18

６
月

日
（
水
）

27

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し

（２）
込
み
が
で
き
な
い
場
合

人
事
院
北
海
道
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

緯
0
1
1
室
２
４
１
室
１
２
４
８

第
1
次
試
験
（
基
礎
能
力
試
験
等
）

９
月
2
日
（
日
）

第
2
次
試
験
（
人
物
試
験
等
）

月

日（
水
）～

月

日（
金
）

10

10

１０

19

の
う
ち
指
定
す
る
日

問
い
合
わ
せ
先

網
走
税
務
署
総
務
課

緯
０
１
５
２
室

室
２
１
８
１

43

昔
、
両
親
が
３
百
万
円
で
購
入
し

た
雑
木
林
を
５
千
万
円
で
買
い
取

る
と
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
か
ら
電

話
が
あ
っ
た
。
雑
木
林
の
売
却
の

た
め
に
は
、
別
の
土
地
を
購
入

す
る
よ
う
言
わ
れ
、
購
入
費
用

は
後
で
返
す
と
説
明
が
あ
っ
た
。

「
雑
木
林
が
高
く
売
れ
る
な
ら
」

と
別
の
土
地
購
入
費
用
の
４
百

万
円
を
支
払
っ
た
。
そ
の
後
、

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
購
入
費
用

が
返
金
さ
れ
ず
、
業
者
に
電
話

し
て
も
つ
な
が
ら
な
い
。

過
去
に
原
野
商
法
の
被
害
に

遭
っ
た
消
費
者
に
対
し
て
、
ほ
と
ん

ど
価
値
の
な
い
山
林
や
原
野
を
高

く
買
い
取
る
と
持
ち
か
け
、
言
葉
巧

み
に
新
た
な
契
約
を
結
ば
せ
る
二

次
被
害
の
相
談
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
困
っ
て
い
た
原
野

を
、
有
利
な
条
件
で
買
い
取
っ

て
も
ら
え
る
う
ま
い
話
は
あ
り

ま
せ
ん
。
不
審
な
勧
誘
は
き
っ

ぱ
り
断
り
、
困
っ
た
と
き
は
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談

美
幌
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

緯
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

室
０
３
６
６

72

月
～
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前

時
～
午
後
４
時

10

原
野
商
法
売
買
は
慎
重
に
!!

産業振興課

商工観光

グループ

緯76－2151

（内線258）

QA

税
務
職
員
募
集
の

お
知
ら
せ

インターネット申込専用アドレス

http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

教
科
書
展
示
の

お
知
ら
せ

『
網
走
川
流
域
一
斉
清
掃
事

業
』の
ご
協
力
に
つ
い
て

入
牧
開
始

牧
場
か
ら
の
お
願
い

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定

者
の
求
人
を
お
早
め
に

今年度より、まちづくりの指針となる総合

計画の策定を始めます。

計画策定にあたっては、住民ニーズを把握

し反映させながらつくりあげていきたいと考

えております。

アンケート用紙がお手元に届いた際には、

忌憚のないご意見をお聞かせください。
きたん

アンケート対象者

平成３０年６月１日現在、１８歳以上である選

挙人名簿登録者を対象

アンケートの郵送 ６月下旬を予定

回答方法

アンケートに同封する返信用封筒に入れて

返送ください。

問い合わせ先 住民企画課企画グループ

緯７６－２１５１（内線２１５）

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

６
月
１
日
～
７
日
は

水
道
週
間
で
す

௙合ْࠗॐ೰ͅ߸るアンケート
͒の̮協力̾ͅい̀



臨時的任用教職員の募集について
教員の出産や育児休暇の取得等に伴う、後任の臨時

的任用教職員を随時募集しています。

職 種 教諭、養護教諭、栄養教諭

勤務場所 オホーツク管内の小学校、中学校等

採用期間 １か月以上（最長３月３１日まで）。更新あり。

勤務条件 常勤（正規職員に準じる）

給 与 学歴・職歴により異なる

（例）教諭（新規大卒者）月額２０９,９８０円

※給与の他、条件により扶養手当、通勤手

当、住居手当等の諸手当を支給。

資 格 校種、職種に応じた教育職員免許状を有す

る方。

申込方法 履歴書を北海道教育庁オホーツク教育局企

画総務課教職員係（網走市北７条西３丁

目）へ持参又は送付。選考あり。

問い合わせ先 北海道教育庁オホーツク教育局

企画総務課教職員係 緯０１５２－４１－０７５１

女性のための

なんでも相談所を開設します
内閣府では、毎年６月２３日から２９日までの１週間

を「男女共同参画週間」と定め、男女共同参画社会基

本法の目的や理念を広く国民に知らせるための活動

を全国で実施しています。そこで、北見人権擁護委

員協議会では、悩みを持った女性が気軽に相談でき

るよう女性の人権擁護委員が相談員となる、女性を

対象にした「女性のためのなんでも相談所」を次のと

おり開設することとしました。ぜひご利用ください。

問い合わせ先 釧路地方法務局北見支局総務課

緯０１５７－２３－６１５３

北見開設相談所網走開設相談所
6／２6（火）午後1時～4時6／２5（月）午後1時～4時日時

北見市高砂町１４番１４号
釧路地方法務局北見支局

網走市北２条西３丁目３番地
エコーセンター２０００

場所

相談員／北見人権擁護委員協議会所属の女性人権擁護委員

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

陰
国
保
税
の

課
税
限
度
額
が

変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
税

（
国
保
税
）
は
、
被
保
険

者
（
加
入
者
）
の
皆
さ

ま
が
病
気
や
怪
我
を
し

た
と
き
の
医
療
費
な
ど

に
使
わ
れ
る
大
切
な
財

源
で
す
。

近
年
、
医
療
費
が
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
皆
さ
ま
の

健
康
を
守
る
た
め
、
国

保
税
の
健
全
運
営
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
地
方
税

法
が
改
正
さ
れ
、
そ
れ

を
受
け
て
平
成

年
度

３０

か
ら
掛
か
る
国
保
税
の

課
税
限
度
額
を
以
下
の

と
お
り
改
正
し
ま
し
た

の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問い合わせ先 保健福祉課 健康医療グループ 国保担当 緯76－2151（内線228・229）

〈平成30年度からの軽減判定表〉

隠国保税の軽減判定所得が変わります
国民健康保険税（国保税）には、世帯の所得金額に応じて、均等割額、平等割額を軽減する制度がありますが、

平成３０年度から、そのうち５割軽減と２割軽減の該当者の判定基準が変わります。具体的には判定表のとおりで

すが、軽減判定所得額を引き上げることによって、軽減の対象者の範囲を広げることが目的です。

Ｑ
１今

回
改
正
さ
れ
た
「
課
税
限
度
額
」
と

は
な
ん
で
す
か
？

Ａ
１国

保
税
は
、
世
帯
ご
と
に
一
定
の
率
に

よ
り
（
所
得
割
、
資
産
割
、
均
等
割
、
平

等
割
）
税
額
が
算
出
さ
れ
ま
す
が
、
納
め
る

額
に
は
上
限
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

を
「
課
税
限
度
額
」
と
い
い
ま
す
。
算
出

し
た
額
が
課
税
限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、

課
税
限
度
額
が
国
保
税
額
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
２ど

う
し
て
課
税
限
度
額
を
改
正
す
る
の

で
す
か
？

Ａ
２国

保
税
は
、
課
税
限
度
額
以
上
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
相
対
的
に
所
得
の
多

い
世
帯
よ
り
も
中
低
所
得
者
の
負
担
が
大

き
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
課
税
限
度
額
を

引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
負
担
を
よ

り
で
き
る
だ
け
公
平
に
な
る
よ
う
に
し
ま

す
。

Ｑ
３課

税
限
度
額
を
改
正
し
な
い
と
ど
う
な

る
の
で
す
か
？

Ａ
３国

保
事
業
の
財
源
は
、
国
と
道
の
補
助

金
と
国
保
税
等
で
賄
わ
れ
て
お
り
、
改
正

し
な
い
場
合
は
不
足
分
を
国
保
税
で
賄
う

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
国
保
税
率
の
改

定
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

〈平成30年度国民健康保険税の税率一覧表〉

医療保険分

後期高齢者

支援分

介護保険分

所得割率

前年所得課税
総所得金額

６.８％
（変更なし）

１.５５％
（変更なし）

０.７７％
（変更なし）

資産割率

加入者固定資産
税【土地・建物】

３０.０％
（変更なし）

８.２％
（変更なし）

７.０％
（変更なし）

均等割額

加入者
１人につき

２４,７００円
（変更なし）

６,８００円
（変更なし）

８,４００円
（変更なし）

平等割額

加入世帯
１世帯につき

２４,７００円
（変更なし）

６,４００円
（変更なし）

５,６００円
（変更なし）

課税限度額

１世帯あたりの
年間最高納付額

（旧）５4０,０００円
↓

（新）５8０,０００円

１9０,０００円
（変更なし）

１６０,０００円
（変更なし）

７割軽減の軽減判定所得

５割軽減の軽減判定所得

２割軽減の軽減判定所得

世帯の総所得が３３万円以下（変更なし）

（旧） 世帯の総所得が３３万円＋２7万円×（被保険者数）以下
↓

（新） 世帯の総所得が３３万円＋27万5千円×（被保険者数）以下

（旧） 世帯の総所得が３３万円＋４9万円×（被保険者数） 以下
↓

（新） 世帯の総所得が３３万円＋50万円×（被保険者数）以下

消防精神の高揚と技術の練磨、そして指揮統率・命令

の徹底を目的に「小隊訓練」「ポンプ車操法」、消防車

８台での「一斉放水」、威風堂々の「分列行進」を実施

します。ぜひ町民の皆さまの参観をお願いいたします。

日 時 ６月２4日（日）午後１時から

場 所 津別小学校グラウンド他

演習の際には、団員召集・模擬火災訓練時にサイレ

ンを吹鳴します。ご迷惑をお掛けしますが、皆さまの

ご理解、ご協力をお願いいたします。また、演習の中

で、アトラクションとして津別町のリコーダーサーク

ル「ＲＥＣつべつ」による演奏や認

定こども園の園児による「ミニ消防

車」での放水を披露いたします。

津別消防署・津別消防団

問い合わせ先 津別消防署 緯７６－２１８９（警防担当）

今年はクマの出没が相次ぎ、最上、美都で各１頭駆除して

おります。山に入られる際は、ご注意ください。

《クマに出遭わないために》

１、普段からクマの出没情報に注意し、出没地域には入らない。

２、必ず2人以上で行動し、単独で山に入らない。

３、食べ残しや食べ物の容器を野外に置かない（クマを引き寄

せる原因になる）。

４、明け方や夕暮れ時はクマが活発な時間なので注意する。

５、クマの足跡やふんなどを見つけた場合は、その先に進まず

引き返す。

６、鈴や笛、ラジオなどを身に着け、音を出しながら行動する。

《クマに出遭ってしまったら》

１、後ずさりしながら静かに立ち去る。

２、大声を上げたり、攻撃したり、背中を見せて走らない。

３、子グマを見ても近寄らない（近くに必ず親グマがいます）。

問い合わせ先 産業振興課

林政・再生可能エネルギー推進グループ 緯76－2151

クマに注意してください！

子どもがおもちゃなどの異物やあめなどの食べ物を飲

み込んで、のどに詰まり、気道閉塞すると、わずかな時間
へいそく

でも命にかかわることもあります。

子どもは、目に見えたものは何でも口に入れたがる傾向

があります。口に入るようなサイズのおも

ちゃを手の届く範囲に置かないでください。

さらに、飲み込む力や吐き出す力が弱いこ

とも誤飲・窒息の原因のひとつと考えられてい

ます。保護者などが注意することで事故を減

らすことができるので、気を付けましょう！

また、万が一のときに慌てず適切な行動ができるように、

救急講習を受講し、対処方法を体験してみてください！

受講を希望する方は、消防署までお問い合わせください。

津別消防署 緯７６－２１８９(救急担当)

※消費者庁では、メールやTwitterなどで、こどもの事故

に関する注意喚起を行っています。ぜひご利用ください。

●子ども安全メールｆｒｏｍ消費者庁

http://www.caa.go.jp/kodomo/mail/index.php

●消費者庁子どもを事故から守る！公式Twitter

https://twitter.com/caa_kodomo

小さいおもちゃなどの誤飲・窒息事故に注意しましょう！



65歳以上の方（第１号被保険者）は、介護保険料を納付することになりますが、その納め方は、普通徴収と特

別徴収の２種類に分かれます。普通徴収の方には介護保険料納入通知書を６月中旬頃に、特別徴収の方には介護

保険料特別徴収通知書を８月にそれぞれ発送します。

普通徴収 納入通知書に記載の金融機関で納付してください。なお、第１期納期限は７月２日です。

ɟ口座振替も利用できますɟ

納付書で保険料を納付する方については、口座振替が利用でき

ます。介護保険料の納付書、通帳、印鑑（通帳届出印）を用意し、

取り扱い金融機関（ゆうちょ銀行と町内の金融機関のみ）で手

続きをお願いします。

※口座振替の開始は、申し込み日の翌月からになります。

特別徴収 年金が年額18万円以上の方は、各種公的年金（老齢・

退職・障害・遺族年金）からの天引きとなりますので、金額をご確

認ください。

普通徴収・特別徴収併用の方 年度の途中（６月・８月または

10月）から特別徴収が開始される方には、１期または２期分ま

での介護保険料納入通知書（手払い用）を発送します。

保険料額 第７期（平成３０年度～平成３２年度）より基準額が月

額4,440円に改定となります。第６期（平成２７年度から平成２９

年度）の月額3,800円と比較すると月額６４０円の増額となります。

基準額の決め方 介護サービスの総給付費×６５歳以上の方の負担分２３％÷６５歳以上の方の人数＝基準額

※この基準額を基に、算定した第７期の保険料は表のとおりです。

近年、記録的な豪雨により全国的な大規模水害、土砂災害が頻発しています。また、気候変動の影響によ

り、今後ますます洪水の発生頻度が高まることが予想されています。

そのため、社会全体で常に洪水に備える「水防災意識社会」の再構築をめざして、網走川流域の沿川４市
えんせん

町、北海道、国が連携・協力してハード対策とソフト対策を一体的、計画的に推進しています。

この取り組みの１つとして、大規模な洪水が網走川で発生した場合に、浸水する危険性の高い地域の皆さ

まの携帯電話やスマートフォンに対して洪水情報の自動配信を５月１日から津別町全域で開始しています。

この洪水情報を活用していただくことにより、住民の皆さまが自ら水害の危険性を察知し、自主的な避難

に役立てていただけるものと考えております。

【配信の内容】

■配 信 の 開 始 日：平成３０年５月１日（火）から

■配 信 エ リ ア：津別町全域（緊急メールとしてエリア内の方の携帯端末に自動配信されます）

■配 信 す る 情 報：網走川において河川氾濫のおそれがある（氾濫危険水位を超えた）情報及び

氾濫が発生した情報を配信

■対象の水位観測所：網走川 津別水位観測所

※詳細については北海道開発局網走開発建設部 緯0152－44－6793

又は役場建設課道路車両グループ 緯76－2151（内線251）までお問い合わせください。

問い合わせ先 保健福祉課 介護福祉グループ 介護保険担当閏番窓口 緯76－2151（内線230）

介 護 保 険 料 納 入 通 知 書 を 送 付し ま す
～ 保 険 料 の 金 額 や 納 期 限 の 確 認 を ～

࿌௢୼のࢻକૂ༭の෻૞開ই̞̾̀ͅ

▼国民年金保険料の免除（全額免除・一

部免除・法定免除）、納付猶予、学生納付

特例の承認を受けられた期間のある場

合、保険料を全額納めた方と比べ、老齢

基礎年金（６５歳から受けられる年金）の

受け取り額が少なくなります。

将来受け取る老齢基礎年金を増額す

るために、免除等の承認を受けた期間の

保険料については、１０年以内であれば

遡って納める（追納）ことができます。

ただし、免除等の承認を受けられた期

間の翌年度から３年目以降に追納した

場合、当時の保険料額に一定の加算額が

上乗せされ、支払額が増加します。

追納は、古い月のものから納付するこ

ととなりますが、次の点にご注意ください。

◎一部免除を受けた期間は、納付すべき

保険料が納付されていなければ追納は

できません。

◎「法定免除・申請免除期間」が「納付

猶予・学生納付特例制度」より先に経過

した月分である場合は、どちらを優先し

て納めるか本人が選択できます。

詳しくは 年金加入者ダイヤル

緯０５７０－００３－００４

６月３日から６月９日まで

『この一球 届け無事故へ みんなの願い』

『火事と救急』は119 津別消防署 緯７６－２１８９（予防担当）

北海道では、花の育成管理、まちなみ景観に配慮した花の使い方な

どを指導助言できる方を「フラワーマスター」として認定しています。

津別町では、有志で協議会を結成し、五差路モニュメントへのバス

ケット設置など、まちの景観づくりを行っています。

花づくりや園芸が趣味の方はもちろん、地域で花壇づくりをされて

いる方、これから参加したいと考えている方、フラワーマスターとして、

まちづくりに参加しませんか？ 町があなたを北海道に推薦します。

《受講対象者》１８歳以上で、次のいずれかに該当する方

・地域の花壇づくり・花づくりにかかわったことがある方や、これか

ら参加したい方

・町の「花いっぱい運動」への取り組みに参加できる方

《平成30年度フラワーマスター認定講習会》※申込期限６月１５日（金）

日 時 ７月27日（金）午前10時～午後３時30分

場 所 かでる2・7１０７０号会議室（札幌市中央区北２条西７丁目）

※会場までの移動手段や宿泊施設等の予約、費用は全て自己負担となります。

申込先 住民企画課住民環境グループまで直接お越しください。

※印鑑をご持参ください。

※園芸に関しての地域ボランティア経験や、資格・受賞歴の

ある方は、申し込みの時にお伝えください。

※受講定員が６０名程度のため、推薦しても受講できない場合

がございますので、予めご了承ください。

問い合わせ先

住民企画課住民環境グループ 緯76－２１５1（内線２１6）

国民年金保険料の免除期間
・納付猶予期間のある方へ

ガソリン、灯油等の石油類をはじめとする

危険物は、一般家庭・事業所等で幅広く利用さ

れるとともに､私たちの生活の中にも深く浸

透し、欠かすことができない物となっていま

す。これらの危険物は私たちの暮らしを豊か

にする一方で、その取り扱い方法を誤ると火災等の災害を誘発する危

険性を持っています。この週間は、危険物に対する意識の高揚及び啓

発を図り、危険物による事故を未然に防ぐことを目的としています。

★ご家庭の危険物にも注意！

暖房用の灯油だけではなく、潤滑油スプレー、ヘアスプレー、マニ

キュア除光液など私たちの身の回りにも多く危険物を使用した製品

があります。普段から保管方法にも注意が必要ですが、特にごみとし

て廃棄する際に中身が入ったまま捨てるとごみ収集車の火災にもつ

ながります。ごみを出すときには十分注意を払ってください。

໹଼3ı年ഽ
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試験実施日 平成30年９月16日(日)

公 示 日 平成30年７月２日(月)

募 集 期 間 平成30年７月２日(月)～

７月31日（火）消印有効

願書配布期間 平成30年７月２日(月)～

試験申込書等の設置場所

（設置は公示日以降）・オホーツク町村会

・管内町村役場 ・網走市並びに紋別市

・北見市大卒者情報センター

・北海道町村会 ・札幌学生職業センター

問い合わせ先

・オホーツク町村会 緯0152－44－6472

（網走市北7条西3丁目 オホーツク合同庁舎内）

・津別町役場総務課

緯76－2151（内線208）

フラワーマスター認定講習会を札幌市で開催
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22,800円
↓

20,500円

26,600円
↓

23,900円

基準額×0.50

↓負担軽減適用

基準額×0.45

第１段階

28,500円34,600円基準額×0.65第２段階

34,200円39,900円基準額×0.75第３段階

41,000円47,900円基準額×0.90第４段階

45,600円53,200円基準額第５段階

54,700円63,900円基準額×1.20第６段階

59,200円69,200円基準額×1.30第７段階

68,400円79,900円基準額×1.50第８段階

77,500円90,500円基準額×1.70第９段階

年金ミニ知識
問い合わせ 戸籍・年金担当
緯76－2151 内線222、223


